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ク ラ ー ク ソ ン 著 「前 工 業 化 イ ソダ ラ ソ ドの

経済 . 1500-1750」（五）

'‘ 第 5 享商業と交通 a)

L; A. Clarkson, The Pre-Industrial Economy in England, 1500--1750
(B. T. Bateford Ltd', London, 1971, pp. 268)
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前章までにおいて述べた農業及ひ‘工業活動の拡大に 

は, 商業制度及び.運輸0 改善が必寒とされ, 拿たそれ： 

らの改〔を行うこと〕によってとめ拡太は可能となゥ 

た。ネ：章では，主としてこれらの改善を敢り拳げる,
.ます商取弓Iの地理的バタ一ンを跡づけ,,それから流通 

手段の発達, 商取引に必要とされ;̂ 金触制度,及び運 

輸の発達を考察するン ’ ’

!：-■■ 国内取引  ...'へ.',
W： . . ■ ■ ■ '、， ,
'vV '■■,■->； ,■■'；： ' ... - ■ . ‘- . -

” 塵參本命以前のイングランドtこおける商業に関する， 

論稿は, どう̂してもを料が比較的豊言に存在する全国 

的な- —さらに̂は▼ 国際的な取弓Iに焦点を絞ぅセ論 

じV iものとな力てしまVv 摩Stは:)取引の大部分が,
せいぜい2 〜3 ャイルの商品の移動を含むにすぎない 

局地的なものであったということ力’、，容易f c 忘れ去ら 

れズいる。〔仏力、じながら,〕IM l年にまっても,イング 

ラ: / ドにおける手;!:業者の40% 以上は〔その製品を〕 

専ら局地的市場lo6̂ 1 marketsに向けて供給しズV、た 

のでちり, 1750年以前においでは,この比ギは遙がに 

高いものであづたに相違ないのである。ii;'数の企業家 

的辖神の持主enteriprisin̂  spirits.のみが,..ロ.ンドン乃 
至その他の遠隔の都ホによづて提供される〔Th‘場〕機会 

に窓きつけられナV；のであ’り, 海外TfJ場に惹きつけられ 

る者は更に少数であった。し力、しながら,これら少数 

の者達は，.16, 17世紀及び18世紀前期を通じて，その 

取を増していった。

丢くの理由が愈働して，取':1|を局地的範囲にとどめ

( 1 ) C. Day*, * Distribution of Industrial Occupations In 
and Science, vo l.28,1926^7,' pp. 94-5. ，

ていた9 しばしば, それは遠隔地ホ填Kiついての知識 

の単なる結果であり , また時!*こは，旅行め危険 

やそ0 費用, 及び何ヤイルも#れお場所の竟知らぬ者 

と取弓Iするをとの危後が,:取引の拡大を律げたわであ: 
る。〔しかし取引の拡大に对する〕最大の制約要因は連 

輪の未発達であ力，当然のことながら, 遠隔地取引は. 
水導に恵まれたを易圏においてまも隆盛をみた。取弓I， 
の範囲は, 生it物の性格によらてもまた左右さ;}Xた。 

たとえば, :穀物や石炭は相対的価.値の想い嵩^ る生. 
産物であり, 連縫費用力*、低廉でなV、.隅り，とれの生 

産物を長距離にわたって輸送することは経済的でなか. 
ったレ他方,車毛はその嵩の割には価値が高く ,16# 
紀よタ遙か以前に全国的及び国際的な羊毛取?Iの発違 

をみた。 家畜取引は, 穀赞;乃至酪農製品の取引 

よりも-^般に広範囲にわたつて^̂ おれた。とれは，家 
畜が市場ま☆ 自ら歩:くことが可能でもり,そのため運 

. 輸資角を條廉it済ま.L うるという★きな利点を有して 

いためでるミルク乃至卵 9 ような腐り易い産物 

は, 遠隔地で賜売されることは殆ど全くなかった。

も, 肴塩パダ一やチ—ズはョり広範四に販売された。 

工業製品は，娱造の過程でョリ大き価値が忖加され 

るため，農産物よりも恐らく リ広範囲に取引された。

しかし腐張るもとなるために•,ごの利点カ辨殺さ 

れる場合もあった ■；. ' . { ■ ' ふて :
1 6 ,1 7世紀に, 運輪及び博®手段が改善されたこと 

に よ て , 国内f e引の着奨な発族が可能となった。し 

かしながら，運輸の改善は,収弓Iの拡大の要因であそ 

と同時にその結果' もあったのであり,.取引の拡大の 

Enj?land 1841-1861 * i Trans. Connecticut Academy of Arta
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基礎をなす耍0 は，寧ろ人口及び所得の地加であった。 

.比較的肥沃でなV、地域では, 人ロが増加するに伴って， 

他の地域から食料を搬入すること力あ要となった。人 

ロは，牧畜摄業が支配がJな地域において，穀作廣衆:地 

城よりもしぱしぱョリ急速に墙加し, このため余剰穀 

物のある地城から穀物を購入しなけれぱならなかった。 

牧畜農接:地域の人々は，家畜やま鹿物を生産するの'み 

ならず，亜麻や麻の如き労働集約的な作装/を栽培し，

さらにはさまざまな種類の工業生;をに特化することに 

よって生計を-ホてたのであるが,ぐれらの塵物に対す 

る市場は，イングランドの他の地城乃ポは海外に存在 

した。従って〔こ,のことからも明らかなように：U 国内 

取引の充展は，農業及び工業における地域め特化が増 

大する.に伴って, 不可避的に生じてきたもめであった。

前丄業化イソグランドにおける人口の助加ほまた，

-国内取りI〔の発展〕に对して睡カな刺激を-みえた都T|J化 

をももたらした。既に述べたようf c , 都市K•件:者の多 

< は消'よミ者及び☆ 料品と原材料の加工業あでり，こ 

の食料品と原4イ料とは旧辺農村から供まftされていた。 

都市は，それS 休，製造業及び加工業の中心地であり， 

その丄菜製品が農Mに向って逆流した。大都市はまた 

海港でもあり，帆布，組織物,’ キャラコ，金物，.ガラ 

ス，食料品雑貨，’ぶどう酒，砂糖，タバの如き輸入 

，商品の流通拠/なでもあった。’都市の発展は，ilUこョリ 

大fまの雷要を生ぜしめたぱかりでなく，他にもさ字ざ 

まな形で取りIの発展に影響を•̂ケ'えた。i 1640年における . 
P ソ ドソの人ロが， rヶソト及びザプォ一ク両州の人 

Mを恐らく上回る種の規換でありJ ,従ってrイングラ 

ンドの廣産物のうちロンドン居住者によって消費され 

.る割合は, 決して全体の--小部分以上のものではあり 

えなかったJ と主張することは，大说摸な都rtWは場と 

分散的な農村市場とのIII]にみられる重耍な質がIffl違を 

敝い隙す結-来となる。都?1/市姆のョリ大視模な需要は, 
，高座に発速した市場制度を必要とした。たとえばロン 

ドンには特化ホ場及び-^般市場が存在し，B隨を除い 

てブぱ日収̂ )1のために開設された。17II1:紀前期には常設 

店舗がロンドンの通りの一'̂ 3̂の将徵となり，ぽ都ロン 

ドンは，卸売業者と小売藥者との複雑なネジトワ一ク

によって供給をうけた。また，取引を容揚にすべく ロ 
ンドンにおいて金融制度がいち早く発展し，錢期乃至 

短斯の# が利用可能でちり，もし商人が現☆の入手 

，を希望するなら.ぱ，他のいかな.る地域におけるよりも 

，ヨリま易に得る'ことが可能であった。都市需要の性格 

もまた，興なるものであった。所得水準は，農村より 

も都Th'においてa リ高かった。というのは，都ホには 

商人：法律家，宜吏及び上位聖職者の如き高額所得者 

グル'一プが;住てしていたし士地所お者もロンドン乃 

至地方の中心都市にしぱしぱ都市邸宅を保持して、た 

からである。都Tl/の貨銀相場もまた，ねらく旗村にお 

けるよりもiftiかった。それ故，都市居住民は，ヨリ特 

殊なものを需要するだけの余裕が‘あり，高価な奢傷品 

を購入することが可能でった。ロンドシの如き市場 

のみが，儒れた麦V.ラ製の袋barrels of wet strawに 

詰められ，馬の傅や荷馬-車に積まれ,て，サセックスや 

湖畔地方から搬岀される娃や減の取引の抱い手となり 

えたのである。消費習慣は盘i オ地域よりも都市におい 

てヨリ急速に変化し，新しし、取りIを刺激した。そして 

3 リ多数の顧容が存ホしたため，需耍の価格弾力性は, 

都市において恐らぐヨリ大きかっ:た。.従ぅて,農民や 

製造業者は，その生産物を大規模な都市市場に向けて' 
供給するならば，小ホ獨町乃至村落で販'充する場☆に 

較べて，その脾格を下げることによって商品の贩売量 

を増大させ〔るという機会にヨリ多.く恵まれ〕たものと 

.'思われる。 ’.，，，，，:，

国め収rj|が国境を超え〔て営まれ〕ることはなく，従 

づて,外同賀勒の取引量及び収引先を調べようとする 

場合には大変役に立つ記段を残している，官吏の綿密 

な注意の缚外に腔かれている。’それ故，国内取づIの主 

要な流れを把えることは極めて困難である,それにも 

拘らず，局地的取引の諸様相から〔推定することによ 

って〕，2, 3 の主要商の国内取 'j |の流れ〔の諸様相〕 

を地南上に描くことは可能である。これらの取引の流 

れの多くは，ロンドンへと向けられていた。ロ, ンドン 

を中心とする広fdlfllめ穀物収引は，1 6 ,1 7世紀に発展 

した。16世紀後期には，ホーA ，カウンチィ一ズ及ぴ 

イースト. アングリア力’ 取引される穀物の大部分を

注（2 )  A. E veritt, * The M arketing of Agricultural P rod uce\ The A gm rian  H istory o f England and W ales, voL IV , 

ed* J. Thrisk, 1967, p, 514. 、 、

( 3 ) 〔たとえぱ, ：）1785ゴpにアイルランドの対イングランド交易に対する躲制の廃jiこをめぐって議論が交された時に，次の 

ような衍搞がなされている◊ Mlち，アイルラ' / ドのなめしル製業 iおは, ロンドンにおいてなめし皮をS i金売りすると 

とによって運資本を獲得することが可能でる^ 思われるが，これはアイルランドの朱発速な]15場においては不可能 

なととである，と (Parliam entary Paixjra, 1785, voL VIII, p. 113〉。
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クラr クソン著r前；]：業化イ'ノグラント♦，の経済1500-1750! ⑥

供給しセいたそして17世紀前期までには，穀物は,

ヨ一クシャ及び〔イツグランド：)北Jtt部の海岸地方から 

ぱかりでなく，チームズ河上流流域及びミドランズ南 

部の市場对からも供給されていた。1640年以前におい 

ては，イングランド来部の約60の市場I盯が穀物収弓1に 

特化しており，これらの市場町は，殆どすぺて河川の 

近くに位置していた/ 18世紀前期までには，ハンバ一 

河からヴァン河上流までを直線で結んだ場合，を ■ 

の南側のイングランド全域が，事樊上ロンドンの穀倉 

でもった6

全国的な¥-毛取弓Iはi 中世後期における苹毛輸出商 

人の需要を満たし且っゆ発展しっっる毛纖檢業に 

原-セを供給すA く，穀物取引に先行して究展した。主 

要な毛織物業地城は，そのすぺてが他の地域で生産さ 

れる苹毛によって地城内の羊毛供給を補って、た。 ] 6 ' 

世紀後期には，イングランド西部の高;!巧-毛織物生産地 

域の摘物業者は，ヘレプォドシャ， 'ンュロ'ップシャ， 

スタフォドツャ及びミドランズから短繊維の羊毛を麻 

入した。この取引の中心はサイアレンセスタュであり， 

そこにはミドランズその他の羊毛販売人や織物ごヒ産地 

域の織元が訪れた。17世紀前期までには，イングラン 

ド西部の生産者は*恐らくはミドランズから供給され 

る羊毛の質がますます低下していったために，〔原-を 

供給地として〕ウ:C W レズItj部やイングランド南‘部に 

も目を向けつつあったレイ—スト，アングリアの〔毛 

綴物:）業者は，自分達が律JHする羊毛の多くをその地 

域内モ購.；Vしていたが， リンカンシャ,’ミドランズ及 

びP シドンからも供給を受けていた。ウ:Cスト.ライ 

デ；f ンダの粗製毛纖物業は，その地方達の羊毛の供給 

，を受けていたが, 竿毛'は, スコットランド，リン力ン 

シャ，レスターシャ及びノ一サンプトンシャからも購 

入されていた。，18世紀の前姻までには，ヨ ー ク シャや 

〔毛織物；3業者は，ロンドンからもまた供給を受けてい 

た，ロソ ドンの羊毛販充人は，ホーム* カウンチィ，一 

ズ産の羊宅，食肉用に屠殺された羊の死骸から剝いだ 

羊毛皮及びアイルランドから輸A される織糸を販売し 

た。 しかしながら， 17世紀後期における.最人の羊毛 

産出地J ‘ magazine ’ i t , 16世紀に穀作蟲業から牧畜 

農業に転換したミドランズ東部であった。レスクーシ 

ャ及ぴノ一*サンプトンシャの如き請州は，自州内に毛 

織物業をど有していながったため， 実上イングラ 

ンドのすべての毛織物業地城に原宅を供始した。

( 4 )
‘ ロンドンは, ，なめし皮商人の术镇会所J やあった、 

首都はなめし皮及び化苹製品の大消費者でると同時 

に,獣皮の大生産者でもあっすこすこめ, 2 つの方向に向 

ゥて取引が行われた。即ち，獣皮がタン皮の得られる 

地力へと'充邮される-^力‘，なめし皮は〔ロンドンの〕消 

費者Oin工業者:)の手に流れ込んだのである。161U:紀前 

期ハーフォドシャの皮なめしエは，ロンドンのと  

獣皮購入の定期契約を結んでいた。一*世紀後には，収 

づI圈が非常に掀大しち1/、たので, 地方の皮なめし!£'ほ 

\ノ ドンホ当局に対して次ような耍求を行っすこ。即 

ち* 彼らが安思0 に〔収弓Iのすこめに')放 Uて不減の魂を- 
危険に晒すということがなくて济むように，レ/ドンホ 

一ルでのなめし皮及び獣皮市墙の開他日を〔従来の〕>J 

曜日から火ll/d乃至水碰日に変更してはしいというので,. 
'ある。1680年化までに'は，ホーム，力クンチィーズ及 

びミドランズ南部全域のなめし皮製造業者が，獣皮を 

購入しまたなめし皮を贩売するために,定期的に陛路 

ロン'ドンへと赴いた。17[LI:紀には，ョ-•タシャ南部の 

皮なめしエは，獣化を購入するために斯ど毎年ロンド 

ンに足を運んだ。‘そして彼らは購入した獣皮をぐルに 

船積輸送し，それから， し、ンバ"河をターンプリッ 

ジ. Turnbridge.，やボウ.，トリー.B a w tryまでさかのぽ‘，.り,

そこからヨレクシのクa：スト. ライディンダのわれ
. . . 、 ( 5 )  . . ' • ：

われの幾つかの居住地まで陸路運搬したJ。，殆ど:期 

的に，原料の獣皮が〔ロンドンから〕ファヴァーシャム 

Favorshamやヶント北部の他の諸港に向けて送られた 

力，、；それは,カツタベリ一周辺の森林かちタン皮を得 

ていた, 地方の皮なめし：!:の使用に供するためであっ 

た。その見りとして，仕上げられた皮iYiがロンドン 

へと送り返された。さらに遗隔のイングランド西部に 

> '1 、て，大是の軽皮ホ及び手袋がロンドン市場向けに 

生産された。

石廣に目を転ずると，イングランドの石廣総生0:量 

の約半分が，沿岸及び河川め船運によって7tJ場に送ら 

れた。18111；紀前半においては, ロンドン©みで石炭産 

山量の6 分の1 を消費したが，西はオクスフ;f ドシ 

から東はュHiックス及びケントに至るまでの諸州は,

タイシ河岸から船積輸送された石炭あ供給を受けてい 

たのである。一*部め石炭は陸路運搬，取弓Iされ,特に

レスタ~、シヤ， ノーサンプトンシャ, クースターシヤ， 

さらに南はオクスフォドシャに至るまでや市場への供 

給路となっていたプォス道路the Fosse W a y の近隣

注（4 )  Minute Book of the Company of Curriers, 1628-56 (Gild Hall Ms. 611 2/1), p. 77,
(5 )  R R ,0 ,S .P . 16/65, no, 45.
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'に位置した，ウォリックシヤ炭ぼ1に産する石炭の場合 

，には，そうでもった。

ロンドンを中心として, バタ" , チ'^ズ及び肉の全 

，国的取引が行われていた„ ょセックス及びサフォーク 

:が, , チプズとバタらを〔PTソドンに向けて〕持続的に供 

•給していたが，さらに遠隔の地から付加的な供給が行 

:われる場合もあy>た。家畜はホき牽かれで肉屋のもと 

ベ引き渡されたため，肉〔奋〕の取弓Iは広範囲にわたっ 

ていた。この時期を通じて,十分に確立したひとつの 

.取引のパターンがみられた。痛せた家畜が，イングラ 

ンド北部，西部及び々;ルズの牧畜地城の飼業者 

からドラシズ及ぴホーム，カウンティーズの牧畜業 

:者に売:fellされ，彼らはその家寄をホ場向け肥育した。 

ミ’ドランズ南-部，リンカンシヤ，イースト*アシグリ 

プ，さらにはウイノレトシヤの農民は， ソ ドソtb'場向. 

'けに家禽/ 膝及び鬼を飼官することが〔十分〕ひきあう 

ものであるといデG とを知0 .でV、た6 ‘
確かに'ロンドンは最も重妻〔な取引中心地〕で、あった 

、のではあるが，ロンドンを前：! :業化イングラント1  こお 

，ける® 内取弓Iの唯一の中心地<1：看做すならば,'それは 

-誤りでぶる。1ァ世紀及び18世紀前期を通じて，ブリス 

トル，リヴァプドル， ンギェスタ—，バ"ミンガム 

，の如き海地及び! : 業ポ心地は, 国F*3取引〔め発展〕を刺 

缴したのであり，生産者fc新しいま会☆提供すると同 

時に消费者の選択の範囲を坡大するという点においで， 

小口ンドンとしての機能'だ東したのである。農村にお 

、て発展しつつをるすべてのホ場町は, 〔当時:)拡大し 

つつあった商寨圈の中'6 に位置していた。しかしなが 

ら，1?50年 t いう時点においてさえも，イングランド 

-が真の全0 ホ場を?^成しズい: と考えるならぱ.それ 

もまた誤りである。触知,保デ主義及び交通の未発速 

:が, . イングランKを未だに多数りただ莫然と統合され 

た地域経済〔圏:3に細分化していた。^^国経资の究腰と 

'いう方向に向かって，.既に幾分かの逸歩がなされては 

-いた。，しかしながら，.たとえぱケント'乃至ゴ•セックス 

'の生者にとっては , 力ツバ-*ラソド乃至はコンウ 

ォルの消費者に対して供給することは,プランス或い 

‘はプランダ-^スめ消費者〔に向けて供絡する:]場合に峡 

ぺてS リ困難なととだったのである。そして，近隣の 

fVや に 觅 Mlされる顧客と比較すれぱ，〔他の〕すべて 

〔の顧客:)は遠V、孩在であった<；'

法（6 〉 Sir John W atts, A  Discourse upon T rado，（1625り, 
JaHfies I, 1958, t>. 83.

外 同 贸 易

(■全キ!)スト教世界乃至との世における如何なる王 

国をも逾がに凌ぐ〔ほどの：]本国産の取引商品の豊富さ 

と量J にも拘らず,ィギリス経済は自綺自足的なもめ 

ではなかった，地中海沿岸諸国からは，羊毛，ぶどう 

酒, 植物油 , 獣皮，お料 , . スープック，明纖及ぴ旗が 

供給されたレバルト海沿岸諸国からは，魚類, 毛皮， 

木材，鉄及び穀物が供給された。一方，非ざしロッパ 

圈〔の諸:国〕からは，薬箱:，食料品縱» , 梢織物ぃ綿徹 

物 , 贵金厲友び宝石顏が供給された。：ィシグラソド自 

体は , 西一口ッパの比較的工業化した地域の--部ど 

してタ位;置を古めていたのであり，事笑その外国貿易 

め范とは匹a  -  n ッバ諸国との間に行われた。

前:1：業化イングランドは,外国ホ場に需要のあった 

一商品, 即ち練毛織我を,マ也の何物にもまして生産した。 

とのイシグランド産の毛織物のめどは，自国内に重要 

な毛織物業域を☆ しますこギ織杨を〔外国に〕輪出レて 

ふ、た2§ョッパ諸国に宛却されたのでポり,毛織物 

め国廣i的な引は，それぞれのぱが他の国と比較して 

〔庫 料 の * また技術. bの〕利点をネ/するととにより，

イシグラシドの生産者はある特定種類のき織物生 

〔他め；1a —セ ; パ〔譜面 :)の生M 者は他のさまざまな糖 

■ 類の毛織物生産に , それぞれ特化してV、,ぐという， 傲 

妙な场衡の上に成り症っていたのである d 毛糊物の国 

際市象は極めて激しい競争下におかれていたのであり，

, m  T7世紀におけるイングラソ ドの〔毛織物〕輸出貧易 

め歴史は,;確定したm填の; / にっガ〔毛禅物〕生産 ‘ 

者がいかはどの期間たりとも)  ̂tB〔量:を増大し得なか 

ゥたという事情に■よて特徴づけられる。生ま貸を切 

り卞げること—一従ってまた〔をれ'によゥて)职売量を 

増取させること-7— を章因した技術年:新は著しく欠如 

しており，それ故に毛織物生産•'取,引の亮展は,‘生産 

費削減及び般壳増加とV、う般をとる代りに,お品 

及か市場の多様化というポをとるととになった。

i 4世fa中葉まセは, ィ :ングランド0 ざ耍な輸出商品 

は原毛セあみたが, 1れ0年以降，多くはフランダー- 

スの'生産者の犧牲において紐-毛織物の輸 易力* 魂展

した。i m ‘紀を通じて，羊毛と毛織物の輸出貿易は並 

行して行われていたが，いずれもさしたる拡大の兆侯 

を示さ:̂£かった。〔毛織物輸出貿あ5の〕拡大の機会は，
- . ，.’- . . . '  ，.，：’. . . . . ：\  .， . .ぃ ..
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クラークソン著r前工業化イングランドの経済1500-1750j⑥

ヨーロッバにおける人口増加の停滞及び毛織物に対す 

る需要の所得弾力性の低さによゥて制服されて、、た。 

しかしながら，I5件紀末には毛織物の輪出が幾分増加 

し，この増勢は断続的にではあるが1550年頃まで続い 

た。〔結局,:r イングランドの毛織物総輸出量は，16世 

紀前半に3 分の1 はど增加したもの’と思われる6 実際， 

ロンドゾからの毛織物の年間输出〔量:)は, . 機準-15.織物 

short-cloths力' 5 ガ反から1 1万反以上.ぺと増加したの 

であるが，この增加は*地方諸港からの助毛織物輸出 

の減少と梳毛織物輸出わ減少とによって相殺されてし 

まったのである。 . • '

毛織ifej輸出を拡大させた主喪な要因は，恐らくイン， 

グランドのエ〔毛織物〕業の供給条件にあった。イング 

ランドの放牧地は良質の短繊維の梳毛を嚴富に産出し 

この梳毛はイングランドの毛織物業者はもちろん, 3  
- ロッパにおいても多量•に需寒さH た, しかレながら, 

原毛には輸山の際に重関税が課せられ，をの額は1500 
年には原毛の価格のはぽ3 分の1 に相当した。かくし 

て，，イングラソ ドの織元は，特に毛織物の輸出関税が 

〔原-毛の輸出関税とは対照!̂ねこ〕極めて低いものであっ 

たという情もあっ，たために，相当の利益を孽受した。 

イングランドの毛織物業者は腔村の労働港をa リをく 

雇傭したのであるから，イングラソドに.おいては労働 

費用もまた大陸に较ベてヨリ低額であゥたものと思わ 

れる。. .他方，毛激物の染色及び仕上げのための原村 

料 ‘ 用具は，その多くが輸入されたものであっすこすこあ, 
—'般にヨ ー ロ ジ パにおけるよりもイ.ン グ フ ン ，ドにおい. 

てさリ高価であった。イングランドにおいては技術水 

準も恐らくヨリ低.位であり，毛織物の4 あわ 3 乃至そ 

れ以上が未傘色且っ未位上げのまま輪出されていた。 

需要面にっいてみるならぱ，人P の増加によってコー 

ロッ' パホ場力观大，された。政治的状況は比瞬がJ安足し 

ており，ナtン ト ク ー プ に ぱ 効率的な商業施設が存在L  

.て，イングきシド摩毛織物の〔輸出の：!大加分を扱って 

V、た。1540年代{ tは, ヨ-•ロッバにおける豊作及び大 

最の軍事的需要〔め創出：)によ0 て, 〔毛織物輪けD 贸易 

〔の発展〕は一照助長ざれた。クC して, 1540年代の最後 

の 2 ギ間においては,イシグランド 通货の改CM>|^ 

がさメ ロ' タパの通貨に換算した場合の毛織物制格‘を3 1 

き下げ，恐らくは毛織物輸山を刺激した。

. ,1500年から1550年に至をまでの間のGTS織物輸出の〕 

発展は緩慢なものではf cゥたが，この墙勢さえも16世 

紀の後半までは持続しなかっすこ。 1550年代及びJ560年 

イは,，通貨上の混乱，疫病,.不作及び結来的にイングラ

ンド商人に対するアントワ一プの閉鎖にまで;5̂ ち至っ 

たヨ^ ロパにおける政治的混乱の結架として，輸出 

量が非常に変動し，毛織物賀おの極めて不ガ‘定な時朋 

であった。 1570 年代までに，毛織物椅出の水準は， 

1550年代初めを達成された水準の約20% 減少したとこ 

ろで落ち着いすぐ。安価な.羊毛と安価な労働力が16世紀 

初期にイングランドの毛織物業者に対してみ■えていた 

如何なる鋭、、競争力も，今や純化させられてしまっすこ。 

^ 際，羊毛に関する隅り，l e 世紀末までとはイングラ 

ンド産竿毛の質が徐々に粗質なものになっていたため， 

イングランドの織元は良質の羊毛の供給地として南さ 

一口ッパに目を向けつつあった，17世紀前期には，西 

-ヨーロッパ>における平和の回梭に伴い，毛織物貿1 »̂が 

幾分拡大した。しかしながら，イングランド〔産毛織 

m の最も重要な顧客であった低地地方及びドイツは, 
基本的には桑展する〔見込のちる〕市場ではなか0 た。 

輸出賀l!rの大部分を占めていた白地毛織物にかえて染 

色毛織物を輸IUしようとする，ウィリアみ.コケイン 

W illiam  C o c k a y n eの試みが不成功に終ぅたため,〔宅 

織物〕輸出は1614年から1617：ff̂ の間に人きなね填を受 

けた。このぎ|‘N が失敗したのは，大陸の毛纖物業者が 

毛織物り仕上げにお、、て俊位に?*£ゥ て、たためである。 

それから数年後の1620年から1624年の問には， H — 口 

ッバにおける® 健の価値力';'下落して，地方的なM贷に 

換算したi鍵合のイギリス産毛織物の価格を上界せしめ, 

そ9 競争力.を喪失させたため，毛織物資易は得5：̂>̂'幼げ- 
られた。これら.2 つのili来事は，〔当時の〕毛織物に対 

する需耍が非弾力的なものセあるという取実を明に 

示した。1620年代の後半には毛織物輸出が幾分回復し 

たが, 一般的にJ630年代及が1640ザ代は停滞cplKP期で 

あった。

以 上 に お い て 概 観 さ れ た 諸 々 の 困 難 が 影 響 を 及 は ，し 

た の tま， ;旧 毛 辕 物 ム 一 短 繊 維 の 梳 毛 で 織 ら れ た 重 k .、縮  

純 さ れ た 毛 織 物 - Tir■の M 易 に 对 レ て で も ヴ た 。 l e 世 紀  

後 期 及 が 17世 紀 前 期 に ば , さ め 旧 毛 織 物 の 出 が 衰 退  

す る 一 方 , ヨ リ 安 伽 ヤ 軽 、、新 糖 毛 織 物 め 輸 出 が i r 速 に  

斯 加 し た 。‘ 诚 に 前 章 に お い て み た よ う に ， イ ン グ 9 ン 

ド に お け る 新 撞 毛 織 物 業 は ， ソ ヲ ジ ダ ー ス の 織 相 :1こ の . 

流 入 及 び イ ン グ ラ ン ド で 入 手 し う る よ う に な り つ つ あ  

っ た 長 繊 維 の 羊 毛 の 供 給 増 加 に よ っ て ’， 〔そ の 発 達 を 〕 

刺 激 さ れ た 。 l e o i年 に ロ ン ド ン か ら i i 山 さ れ た 新 種 宅  

織 物 の 額 は ， 恐 ら く 旧 毛 織 物 の 輸 出 額 の 約 20% で あ ゥ  

た が ， 1640年 ま 、で に は ， 両i贸 易 部 門 の 輸 出 額 は は ぽ 等  

し い も の と 'な た 。 ロ ン ド ン か ら 输 出 さ れ る 旧 毛 織 物

79(491).
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及び新稀毛織物よ資息額は，17世紀の最初の40年間 

に約75%勒加した。蒲手の毛織物は，温唆なまヨロ 

，ダパ及び北アブリ力のあま，り競争め激しくないホ場で 

多く販売され, 1640印4 こは，'ロンドンからの新植毛纖 

物輸出の約65%がこれら2 づのr1/場に向けられていた。

17世紀後半には，毛織物の輸出量も輸出額.も共に墙 

加し続けたが，オランダ，スペイン及びフランスとの 

戦ホによって〔この墙勢が:)しぱしぱ妨げられた。現在 

利用しうる統計数字をもってしては，この增加の粗度 

を確実に算定することは不可能である力;，逸かにm 要 

なことは，IIJ毛織物に代って薪種毛缴物，混織及び染 

色傲!^がm i と' k るに従い，毛織物〔輸n o 贸易がます 

ます多様なものとなっていったことである。市場もま 

た変化し続け,南ヨシメラ市場が西ヨ ーP1タパの市 

場よりも急速に成長した。1ク00年ま';Cに，地中海沿岸 

諸同は，j：ィングランドの〕コーロッパ向け毛織物輸出 

総額の40%を輸入するようになって、た。ISllt紀にお 

いても，？{T•態は殆ど同様であった。即ち，1700年から 

1750年の問に两ヨッパ及び北ヨ  一 ッパ向けの毛 

織物輸出額力美際に減少したのに対し南3  — 口ッパ 

向けの輪出は60%以上増加したのでる .

第 '3 表 イングランドの輪出資易の構成（，％)

1640年 1700年 1750年

毛 織 物 製 品 8 0 - 9 0 48 ： 33

他 の 工 業 製 品 一 . . ： 8 20

，，食 ，，. 料 品 , .一 8 12

原 材 料 一 . .6  • 5

r y 輸 出 品 3 - 4 31 29

1640年 以 降 , 総 輸 出 額 に 占 め る 毛 織 物 の 比 率 が ま す  

ま す 小 さ な も の と な 力 て シ 、っ た の ’は , 主 と し て 西 ヨ ー  

ロ ッ バ の -:g を’お も 市 場 の 慢 性 的 停 滞 の た め で あ っ だ 。 第  

3 對 t , こ の 状 況 を 耍 約 的 に 示 し て い る 。 毛 織 物 は 依  

然 と し て 最 大 の i | i一 輪 出 品 目 セ あ っ た が ， そ の 増 加 率  

は ， f が 翁 出 品 及 び さ ま ざ ま な 工 業 製 品 の 僧 加 〔率 〕より 

も 遙 か に 低 か っ た 。 再 輸 出 品 は ， ア メ リ カ や 西 イ ン ド  

. 諸 岛 の 植 民 地 及 び 東 イ ン ド 会 社 の 支 配 圏 か ら も た ら さ  

*れ る も の で あ り ， 主 と し て ク バ コ ， 砂 糖 及 び キ ャ ラ コ  

であっすこ。 ' そ の 販 ダ は ， 価 格 が 下 恭 し 流 行 が 変 化 す  

る の に 伴 い ， イ ン グ ラ ン ド 及 び ロ ー ロ ッ バ に お い て 意  

速 に 増 大 し た 。 イ ン グ ラ ン ド の 商 業 政 策 は ， こ れ ら の  

，商 品 が イングランド の諸港を経由し て交易されること 

.を確実なも の と し て おり，またこれらの諸商品がその 

産出諸闺に も た ら し た 収入は，座諸国が金物，衣類,

皮革-〔敏品〕及び-織物の如きイングランドの工業製品 

を輸入することを可能としすこ9 1750年までにはぃ さま 

ざまな工業製品め73%及び?S織物の,17%力V ョ- ロッ 

パ大陸以外の市場に輸出されていた。 ，

輸出資易においてその他の商品が谊要な位置を占め 

るととは， どなかった。原毛の輸出は1520年以降衰 

退し,，1600ゴ1ニまでには事樊上消滅してしまった。穀物 

輸山も，大说说な:ものとならぬまま，同様に1600每ま: 

でには消減した。い,ずれの場合においても,:国内需要 

の增大が，輸山に向けうる如何なる余剰の成立をも阻 

止じたのである。しかしながら，’農業生産性の上昇成 

輸川商人への奨励金支払い政策と相俟って，ィングラ 

ソ ド商人がバルト海の穀物贸凝の崩壊という事情につ 

け込むことを可能とした18世紀がJ期の暫くの問，穀物 

は！:輸山品として〕道要なものとなった。ま物以外では, 

少量ではあるが持続的に，甫ョ 一口、ッパにゆけて魚類 

Iが輸出されていfc。錫及び錯は，16世紀からI8世紀に 

至るまでの間，常に輸出の5 〜 6 %を占めていた。.石 

炭輪山は1700年以降増加し 1750年ま'e には総輸出額 

のはぽ1 .5 % に達した。 ’

第 4 表イングランドの輸入貿易の構成（％)

1600年 頃
1660年 代

(ロ.ンド，ン の み ) 1700什-‘ 1,750 年 .

エ 業 製 品 40 • 37 32 22

飲 ★ 物 ，
タ ノ く コ

原 材 料 • 
半 加 ェ . 品

1 27 34 , , 4 1 ,
60

36 35 36

輸入に目を転ずると, その状態は第4 まに要約的 

示されている。工業製品の輸入は，この時期を通して 

相対的に重耍性を失っていった。16世紀後期には，イ 

ングランドは，纖物—— 主にリンネル，混織及び網織 

物—— 及びその他の商品を輸入していた。17世紀未tこ 

至っても，主たる輸入：!:業製品は依然としてリンネル, 
綿織物及ぴキャラコの如き織物でり.，そね多くボボ 

輸出されてI 、た.：’16世紀にぉける最も重要な輸入:^料 

品は，，ぶどう酒，娘物，ホ，'メプ及び香料であ☆ おレ，17 

世紀には，砂糖及びタバコの輸入が，1S世紀ゆ,:紅 

茶，コーヒー及び米の輸入が，それぞれ急速に増大レ 

た。17世紀後期及び18ほ紀前期にぉ,いて輸入愈料品が 

重耍な位置を占めたのは, 主としてその大部分力’ボ輸 

出されたこれらの植民地産の食料品のためであった。 

第三の輸入品目として举げた材料は，こ.の期間を通 

じて総輸入額の3 分の1.を少し上回る部分を占めてい
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たンその大部分は, 染料及び仕上用と，竿毛, M脾, 
麻及ひ'— ■■増大しつつある1— ■觸及び綿などの綠糸と 

によって占められていた。その他の品目としては，獸 

皮及び毛ii<,木材，鉄及び■ 鉄ナギどがあり，18世紀に 

入って国内生産が需要を下向るようになると；とれら 

の原材料の輸入がその重耍性を増していった。

妻するに, イングランドの外m 資易の構成は, 16世 

紀から18111：紀の問に非常にゆっくりと3^(匕し，その最 , 

も重要な変化は，1660年以降?5輸出資易が発展するに 

伴らて生じたのである。W輸出賀揚め発展の著しさに 

ロを奪われると，同内生座物の輸出貿易の構成の変イ匕 

力湖何に緩慢なものであらたかということを見失ろて 

しまう。たとえぱ宅織物は，；1650年には〔国産品輸出 

賀易の〕80〜90%を占めたが, 1700年においてもなお - 

イングラ、ズド産輸出商品.(即ち, 再輸出商品は除く〉の約 

70%を占めていたのである。同様に,輸入贸劾の顕著 

な特徴もまた, ,その〔構成の:!変イ匕の少なさにあった。 

〔勿論〕ここでも，巧輸出を目的とする商品の輸入の増 

加を除外すれぱ話である。 、

同様の特徴は，資爲の方向〔取引先〕においてもまた 

みられる。rzoo年に至るまや，a 一. ロッバがイングラ 

ンドの輸出品の85%を輸入していた。 ヨ"ロツパは，

最人の競争■相すュでもあった反面，最も近■ の, 最も富‘， 

裕_0^0人ロ糊密な市場でもホ) った。イングランドの商 

人がその注意をスペイン，ポルトガル及び地中海沿岸. 

諸国のヨ.リ競♦ の少ないホ場に向けるに従い，.相対的 

にその重要性を失っていゥたのではる力' ; , 3  — 口ッ 
パの中でも低地地方, ドイツ，フランス及びバルト海 

沿岸諸国が最も重要なホ場であった。ヨ 一 ッバ'を全 / 
休としてると，ヨーロッパの製造業者の競f t やイン 

グランドの商品に課された関税！;の存在〕にも拘らず， 

以下の4 つめ理由により，れヶロツバは17, ,18世紀を 

通じてイングランドの商人にとつて依然として重要で 

あった。第一め理由は，7?輸出資易の発展であり，そ 

の大部分は肖一ロ > パに向けて行われすこ。第二に，イ 

ングランドからの肆物衣び魚類のi 出の裕どすべては 

ヨ ロ i /ノ《向けであった第 EH；に, スペ イ 及t f ポル 

トガルは，園内消費のためのみならず南ァメリ力植民 

地へのぼ輸出のた>6にも, イソゲうンドの工業製品を 

輸入した。最後に，商業政策の結果として，1.8世紀前 

卿こはァイノレラ.ゾドとの資息が目覚しく発展した。そ 

れにも拘らず, ァジァ，アプリ. 力及びアメリカ.市場は，

イングランド及びヨ 一ロタパへの商品输出による収入 

力U14加するに伴い，1700年以降ヨーロッパ市場よりも

ヨリ急速に発展した。そして, 1750年までにはy 兆 a  

- ロッバ圆がイングランドの輪UI品0 約20%を吸収'チ 

るに至った。 ， ’

輸入商品もま.た,:，:生にき; - ロ..ツパからも，た，らされナこ。 

しかし輸入贸易網は輸111贸息網よりも少しく広範で 

あり, 1700年までに32%が非3  — 口ッパ閣諸!ii|から輸 

入されてぃた。1750年までに, . こ£0比拳は4 に上昇 

した。力も；ヨロッパへの再輸tHのためにイングラ 

ンドに輸入され,る植民地産の食料品雑貨及が束インド 

産の織物や香̂料がなかゥたならぱ，この数字はa リ小, 

さかったものと思われる6 1 7 世紀後期及び1別It紀前期 

において，イングランドの工業が発達しまた輸入開 

税が高められるに件い，ヨーロッパからの：！;:菜製品の 

輸入ほ相対的にその重要性を失った。

外国賀易とP1内経済

17世紀末において，ほぼ，5, 000万ポンドと推定され 

る国民総生まに対して，輪出されたイングランド商品 

の額ぱ約440方ポンドであったレ資料に現われない輸 

出を考慮に入れると，イングランドの輸出額は，国民 

総生産の約10%に相当した。工業製品はヨリ大きな割 

仓が輸U-Iされたが，生摩:額の3 分の1 を輸したのは 

毛織物栗のみであった。18世紀初頭には，恐らく産鉄 

量の約8 %がさまざまな形で輸出され,またなあし皮 

生産量の約1.0%力端出された。1700年における穀物輸 

出は，恐らく総生産高の1 ~  2 % であったが，1750年 

までには7 %に墙大した。イングランドの農民及ぴ製 

造業者の大部分は，外闺市場乃至植民地ホ場に.は殆ど 

利寄を有していなかった。しかし外国質愿をこのよ 

うな狭い挽野で考察すると，どうしてもイングランド 

の経済生活におぃて外国資易が;?^した役割を控;t  ロに 

述べ;^ことになる。なるほ:ど外■からの窗耍そのもの 

は少額であったが，それは市場を城大し,従ってまた 

生発展を促進して，究極的には生産組織の改ムぐと 

新たな生産技術〔の発明 . 採用：iへと導いたのである6 

たとえぱ,こ毛織物業が問屋制庇の採用によゥて安価な 

農村労傭)の利益をぃち早く占取じ'18世紀には最も早 

く新発明を発Mさせた部門のひとつであったととは，

決して偶然ではなかゥた。.外国ポ場は量的には小槐換 

であったが，質的には生ま及び流通の組織にかなりの 

影響を与えたのである。 .
当時の人々は，外国貿おの状態が国内経をの鲍全さ 

に影響を与えるなどという錯覚に捉われては、、なかゥ
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た。16世紀前-1"ニに輸出向-ポ徽物生産が発展するを従V、, 
人々は一彼らはそう者えたのだが一外国市iさに依 

存するようになるとと力巧ま明であるといi 貝■解fc廣間 

を抱き始めた。そして，1550年I代における外国資易の 

崩壊がこれらの疑問を頂点に速せしめた，1564年に》；̂ 

イリアム. セシルWmiam C ed iは，「我が国における 

毛織狗業の縮少がま同にとり利益である':‘…J 理由に 

ついて，後侮に満ちた考察を行っているい、

第一*に，我が王国の耕地が〔をめテこめに〕すっか 

り荒鹿させられているからであり, \ ' — 第:^に， 

毛織物業に依存してぃる人★ は,民に較べて穩 

やかに統治すること力'；困難な状況をあをかみであ 

り，第三に，非常に多数の人々を毛厳族業に転載 

させることにより，IE国は,すべての自治都市 

に居住するの力;常であった手工業者のみならず，

あらゆる通常の作業のための労働者にも不足する 

ことになった〔からセ'ある:]。

これらの懸念はあきらかに誇張されていた。耕池は, 
王国!■レの至る所で》'すっかり:^廃していたJ.わけでは 

なく，毛織物業地域においてさえそうではながらた。 

反対に，1500年から1550年の問における毛織物賀易の 

発展は, 人n が増大しつつあり, 県-業が快適な生活の 

'望みを殆ど与•えること0 なかった時代に,毛織物業地 

域に新たな収入をもたらしたのである。し力、しな;^;ら, 

問屋制度の基盤の下に雇傭されていた労働者は,注文 

がなくなるに従ってすみやかに解雇されたのであるあ、 

ら，輪出の不振が失業を化み出したことは事実であぅ 

た。. . . . . ：’ ..： ‘ '
セシルによって表明された如き外国資易ゆ対するず: 

信は，16世紀においてはありふれたものであつたが, 

それは長続きしなかった。1620年代に毛織物資易’)6t再 

びひどぃ不振に陥ゥた時,’ それfc対する反述;は異なっ 

たものであった。 1623ギにュドか 一V ，ミメヤデン 

Edwavd Misseldehは，*"毛織物貿息は..‘...国家の扼軸 

であり，をれ/を軸として他のすべT め賣场が'…‘.行わ 

れ,，それなりの循勘を行うよう fc*思われるj く!:'書 

き，政府は贸易を復活させるたやのいく☆かめ方法を 

探究した》 ミスルデンは，セシルに劣らず毛織物貧易 

の重要性を誇張した即ち，その乗数効果を考慮に 

入れなくとも，毛織物輸山は全経済の活動水準を決定 

したのである, ，とレしがしながら, とりわけ1660年以 

降には，植民地貿易, } I H ンド貧息及び！?輸出資场め

発展に伴、、，海外取きIの発展がますます〔経済発展の:） 

ダイナ.ミックな原動力と有做され;たことは疑いない4 

海外取引は, ドック，港及び海運業への投資と複雑な 

金融及び商業サ一ビスの発展とを刺激した。たとえぼ♦, 

ァメリ力貿易，西インド請鳥貧お及び東インド貿易に 

使用される海運の量はi 1660年代から168CKド.代にかけ 

て殆ど2倍となった。17世紀後期には，.経濟著作家も 

政策立案者も同様に, 外国資息カ経済成長への唯:一の 

確実なル- ^ トであるとネえていた。 .

外国賀易は,さまざまな形でイングランドの経済き 

辰にぎ与した輸入品をもた,らし‘た。輸入原材料は，織 

物業のさまざまな部門，特に !).ンネル，帆布，觸織物 

及び商級毛織物の生産の発展'を助長した。少なくとも 

部分的に愉入原材料に依存じて、る他め工業としては, 

造料察, 金属精後業及び軽皮草業,，染色業及び織 . 

物仕上業なと♦が 存 在 し タ バ コ ，砂糖あか食料品雜 

貨の輸入賀易は, タバコ加:！:業，情磨業，糖菜滅i 業 

及びガラス工業お含む-^連め関連：I：業〔の発達〕をjplj激 

した。工業製品の輪八も, たとえ間接!^にセはある}？! 

せよ，消費習慣を変化させ，また輸入代替工業め創設 

によりa 内でも生まされうる商品'^め需要ギ存在する 

ことを明らかにするうえで, ま宴な敏響も及ぼした。

’ し:かしながら, 1 6 . 17世紀り多くの観察者にとって， 

輸入貿易は単にイングラ、ノドめ金及び銀め供給に対す 

る脅威としてじか映らなかった。1 6 , 1 7世紀には，賈 

易収支が輸入超過になっているという意息が流布して 

ザり, 1 690年 代 に ぉ け る 関 税 管 IfiD改苹以M 

r ぉいては，輸入が輸出を凌レ.、だのか或いはそめ逆や 

あったのがを知る確実な手段が乂如しそいだたあ,そ 

めよう.な意見はョリサ層永続的なもP とお*：>た。滅出 

力;不振に陥った1563-^1564年に枢密瞎によっ ヤ行おれ 

た調養は,商品賀易が少額の赤字とならていることを 

明らかにm 。賀易差简が毛雄物資!^の他全さに依存 

し'"tいるということほ明白や、ネっだが, それでも，毛 

織物輪出がョ，リ多力,、.ゥた時には貧易収支が祟宇であっ 

たでもも‘うというC とを，誰も確信しをなかった。い 

<:つかの貧易部門は常に赤字であた。I6世紀及び1ァ 

世:紀前期におV、て, プランスからの帆布，’リンネル及 

びぶどう酒の輸入額は，イングランV のプランス向け 

輸出額を4^回っていが，このホ4 ^ は，スペイン及ぴ低 

地地方とわ貧易て*傳た黑宇によって補®されていた‘。 

I T 舶用旧，，_ _ 一  原：材料及び穀物をもたらしたバルト海沿

Tudor E3c6n6niic Docuirtcntd, ed, R. H  Tawnoy end B. Power, 1924, II, p. 45, ：■ : . ，'
Quoted by B. E, Supple, Ci)mni6i*ciai Crlals arid Change in England, 1600-1642, 1959, o, 6.

. •  .. . ‘-. .，. . . . . ， ■ ； . ... ■.
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岸諸国との贸易は赤字賀易であゥたが，戦略的価値が 

狂 したため許容されてI 、た。イングランドに偷入され 

る東インド産の商品の額は，常に東インドへの輪出額 

を上回っていたが，これらの輪入商品の♦ くは,ヨー 

ロッバに？？輸出されて正貨をもたらした。奨際，1?世 

紀ままでには，主として再輸出贸易による利益のため, 

賣易差額は良好と; っズいた。 '

貿愿収支への開心は，今日においても広くみられる 

ととである。1 6 , 1 7 世紀にとの質易収支に対する関心 

が生じてきたのは，生活水準を維持するために必要な 

輸入品への支仏いのため、とん、うよ，りも，輸超過こそ , 
イングラントマ/、貨歉供給の基盤であった金及び銀の供 

給を渡得し得るI#*■•の手段であったためであった。 17 

世紀末以前には,イングランドにおいては紙幣は殆ど 

流通しておらず,取引行為は金貨乃至銀货の供給に依 

存していた。貿易収支力;赤字の時をこは正貨が流出し: 

鋳貨の不足と取弓1の縮を意奢殺としたよ鋳資ほ交換 

手段とレて必要とされたぱかりでなく, 生産者が原村 

料を購入し，波らの被傭者)こ貧銀を支払ううえでも瑰 

，金力t必要とされた。’2 , 3 め事業を除けば,固定資本は 

霉要ではなく，また信用機関がま堯達であらた 

ナとめ, 流動資本—— 即ち，現金—— の供給は極めす董 

'契 で り 、それ故，賀息差額の良好さゆこの:i t なく.重 

要なもめとさK たのである。 ’

当時の人:々の t に外国貿易が重要なものを映った更

に別の理由は，それが政府の*-大収入源であることで 

あった。所得税の発達以前においては，関税は最も重 

要直つ使利な課親形態であった,関税は不動ま税より 

も徵収ヵ墙易であり，更に殆ど土堆所有者から構成さ 

れてV、た政府にとっては，それが免極的には消数者に 

よって支仏われるという付加的な利益を有していた。 

外国資易11*6人は，イングランドで最も富裕ナギ人々に厲 

しており，その富が不動産に固定イ匕されズいた士地所 

有者に較べて，流動資金の入手が容愿であった。そ 

れ故, 南入は,収入が経常的に支出を下回っていた国 

王に対する便利な貸せ金提供者であった0 1 6 世紀前期 

においては，国S は外国商人からの借入れを余儀なく 

されていたが，イング9 ンド商人の富が増加するに従 

い，徐々に彼らに依存するようになった。商人団体の 

'富ほ個別商人り富よりも大きかったので，0 王は，マ 

—チ;̂ 、̂ゾド* T ド レノキャラーズ組合，乃15は商人 

商体から現金を調達した):̂ ンドン市の如き,商人のグ 

ノt*:—プがら借り入れを行うととを好んだタ,17世紀末ま 

でには* I t 府信用が再編成され , 外P 貿易商人の 

財力に直接依存するととは少なくなった。それにも拘 

らず，商業的富は,、政府への貧付けの役割を受け継い 

だイングランド銀行の設立め如き計画には,深く組み
( 9 )

込まれた。

, 大 貫 朝 義 (経済学部助教，

酒 田 ネ 1 ]ま (；̂̂阪学院大学商学部專任講師〉

注 (.9 ) 0 W 说ポの議論にゥ '^、ては, . 後 出 第 6 章 ;政;!^:と経済，. 第 6 節国家財政を# 照d
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